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＜あらまし＞ 本研究では，社会人が主体的な学びを始めるに至るプロセスとその促進要因を、

質的調査法の一つである複線径路等至性アプローチを用いて検討した．6 名へのインタビュー

をとおして，学習のきっかけが発生する環境的背景や興味の持ち方の多様性、興味から学習開

始に至るプロセスに見られる共通点、それらを促進する社会的な力などが明らかになった. 
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1. 問題と目的 

社会人が学習しない理由として，「きっかけ

がつかめない」（内閣府，2022），「学びたいこ

とが見つからない」（ベネッセコーポレーショ

ン，2022）がある．川崎ら（2023）では，社

会人の学び始めには，「仕事やプライベートで

解決したい問題がある」という目の前の課題

がきっかけとなる場合と，「なんとなく面白そ

うだと思った」という内発的な好奇心がきっ

かけとなる場合が同程度の割合で存在し，い

ずれも高い学習エンゲージメントにつながる

という分析結果を得た．本研究は，どのよう

な環境的背景のもとで学びのきっかけが発生

するかや，きっかけから学習への興味が発生・

発達し，学び始めるに至るプロセスについて，

質的アプローチで探索することを目的とした． 

2. 方法 

2.1. データ収集 

「ここ 1 年の間に，自ら興味をもって自発

的に新たに学び始めたことがある」,企業で働

く正社員 6 名に，2023 年 3月～12 月に各 1～

2 回のインタビュー調査を行った．対象者は，

事前に行った定量調査において，学習内容と

学習開始の経緯の自由記述に具体的な記載が

あった群から，性別，職種の偏りに配慮し選

定した（図表１）．インタビューは 3 名で行

い，図表１記載の取り組み内容について，興

味をもったきっかけから学習開始までの行動

や気持ち，影響を受けた要因などを半構造化

インタビューの手法で尋ねた． 

2.2. 分析 

まず 6 事例それぞれについて，行動・感情・

認識を示すものを意味のまとまりごとに切片

化し，時系列に配列した．次いで，複数径路

等至性アプローチ（TEA）を用いて社会人が主

体的な学びを始めるに至る径路の共通性と多

様性を分析した．各切片の意味を解釈して抽

象化して共通項や差異を探し，分岐点（BFP），

必須通過点（OPP），等至点（EFP）などを設定

し，統合的な径路図を作成した（図表 2）． 

3. 結果と考察 

3.1. 結果 

EFP として設定した「自発的な学習の開始」

に向けて，6 名ともに環境変化、興味の発生、

興味の発達、行動の選択の共通したステップ

が見られた．3 つの異なる環境変化が最初の

興味を発生させる刺激となること，そこには

時間や資金の余裕や自分の今後を考える機会

といった条件が必要となることがわかった．

「今後のキャリア展望を考える機会」からは，

「仕事に役立つことへの興味」「仕事以外への

興味」と異なる 2 つの方向に分岐した． 

最初の興味は，OPP として設定した「情報

探索」を経て発達するが，そこには多様性が

見られた．一方，その違いを問わず全員が，

最初の学習手段の選択にはあまり時間をかけ

ず，タイムリーに学習を始めていた． 

興味が発生してから学習の開始に至るプロ

セスを促進する社会的な力（SG）として，様々

な形での職場や家族の奨励や理解，アクセス

しやすい学習情報が観察された．一方，抑制

する社会的な力（SD）はあまり語られなかっ



た。プロセスを促進する心理的状況として，

本人の学習に対するポジティブなマインドセ

ットや過去の学習経験からのメタ認知，モチ

ベーションとなる憧れや好奇心，不足感・不

安・不満などが捉えられた． 

3.2. 考察 

社会人が自発的に学習を開始するには，環

境変化に刺激されて生じる状況的な興味を放

置せずに，情報収集して自分にとっての価値

を確認したり自分に合った教材を探したりす

ること、興味が高まったタイミングをのがさ

ずに最初の一歩を踏み出すことが重要だと考

える.社会的な抑制の力については，学び始め

られなかった人を加えて，さらに検討したい. 
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